
 

 

令
和
三
年
二
月
二
日
受
領 

答

弁

第

一

三

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
〇
四
第
一
三
号 

 
 
 
 

令
和
三
年
二
月
二
日 

内
閣
総
理
大
臣 

菅

 

義

偉 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
大

島

理

森 

殿 

  

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
北
極
圏
に
お
け
る
航
路
強
化
及
び
地
下
資
源
開
発
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
北
極
圏
に
お
け
る
航
路
強
化
及
び
地
下
資
源
開
発
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
平
成
三
十
一
年
及
び
令
和
元
年
に
お
け
る
「
北
極
海
航
路
を
利
用
し
て
欧
州
と
ア
ジ
ア
の
間
を
往
来
し
た
船
舶

の
数
」
に
つ
い
て
は
、
延
べ
十
八
隻
で
あ
り
、
平
成
三
十
一
年
及
び
令
和
元
年
に
お
け
る
「
こ
れ
ら
の
船
舶
が
苫
小
牧
港
へ

寄
港
し
た
回
数
」
に
つ
い
て
は
、
一
回
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
二
年
に
お
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在
集
計
中
で
あ
り
、

現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
か
ら
ロ
シ
ア
連
邦
に
対
し
、
砕
氷
船
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
情
報
開
示
等
を
求
め
、
同
国
か

ら
は
、
当
該
料
金
の
上
限
を
同
国
の
国
内
法
令
に
お
い
て
設
定
し
て
い
る
等
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
は
、
平
成
十
六
年
の
設
立
以
来
、
令
和
元

年
度
ま
で
に
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
開
発
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
累
計
で
五
十
七
事
業
に
対
し
て
七
千
二
百
九
十
九

億
円
を
出
資
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
十
九
事
業
で
、
採
算
が
見
込
め
る
量
で
の
生
産
を
行
う
の
に
十
分
な
石
油
・
天
然
ガ
ス



 

２ 

 

の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
十
九
事
業
の
う
ち
、
九
事
業
で
生
産
中
、
五
事
業
で
開
発
中
、
五
事
業
で

開
発
検
討
作
業
中
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
同
機
構
に
よ
る
出
資
に
つ
い
て
は
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
供
給
源
を

新
た
に
確
保
す
る
こ
と
を
通
じ
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
供
給
源
を
多
角
化
し
、
我
が
国
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
安
定
供
給
の

確
保
に
資
す
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
北
極
域
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
北
極
に
お
け
る
環
境
変
動
と
そ
れ
が
地
球
全
体
へ
及
ぼ
す

影
響
を
包
括
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
社
会
・
経
済
的
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
適
切
な
判
断
や
課
題
解
決
の
た
め
の
情
報

を
関
係
者
に
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
北
極
域
の
観
測
や
持
続
可
能
な
利
用
に
向
け
た
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
自
国
耐
氷
船
又
は
他
国
砕
氷
船
を
利
用
し
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
」
及
び
「
非
北
極
圏
国
に
お
け
る

砕
氷
機
能
を
有
す
る
各
国
の
研
究
船
の
保
有
・
運
用
状
況
の
有
用
性
」
に
つ
い
て
は
、
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
網
羅
的
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
文
部
科
学
省
が
開
催
す
る
「
北
極
域
研
究
船
の
利
活
用
方
策
・
費
用
対
効
果
等
に
関
す



 

３ 

 

る
有
識
者
検
討
会
」
が
、
我
が
国
が
北
極
域
研
究
船
を
保
有
す
る
場
合
の
利
活
用
方
策
・
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
令
和
二
年
十
二
月
に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
砕
氷
船
を
保
有
す
る
他
国
に
観

測
を
依
存
す
る
と
国
際
情
勢
等
に
よ
り
観
測
が
途
絶
す
る
可
能
性
が
あ
る
等
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
砕
氷
船
の
保
有

を
含
め
た
他
国
の
動
向
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
目
標
」
に
つ
い
て
、
政
府
と
し

て
定
め
た
も
の
は
な
い
。 


